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保健事業に関するお問い合わせは、保健センター（あ26―5670／い26―5660）

保健センターの場所は、伯耆しあわせの郷2階です。

健 健 健 健 ： 「倉吉健康ガイド」に掲載されている事業です。各事業の対象
年齢や料金などの詳細は、健康ガイドをご覧ください。

健 健 健 健 ： 「倉吉健康ガイド」に掲載されている事業です。各事業の対象
年齢や料金などの詳細は、健康ガイドをご覧ください。

健 健 健 健 厚生病院の子宮がん・乳がん検診
日　程 場　所 受付時間 健診内容

12/13(木）

厚生病院

12：10～
12：50

・子宮がん検診※

・乳がん検診（視触診検査）

12/14（金）
12/17（月）
12/18（火）

14：45～
14：55

・ 乳がん検診
（マンモグラフィ検査）

※要予約：保健センター（あ２６―５６７０）
※子宮がん検診は、すでに定員に達しているため、申込受付は終了しています。

※ 1２月以降の休日健診、厚生病院子宮がん・乳がん検診、レディー

ス検診の申し込みも受付中です。

健 健 健 健 母子保健スケジュール母子保健スケジュール
種　類 対　象 日　程 時　間 場　所 持参する物 そのほか

6か月児
健康診査

平成24年6月

生まれの乳児

1/9（水）

1/10（木）

（受付時間）

13：00～13：20

保健センター

・母子健康手帳

・アンケート用紙

保護者に通知します。
※ 当てはまる月の次の月ま
で案内しています。

1 歳 6か月児
健康診査

平成23年6月

生まれの幼児

1/11（金）

1/16（水）

保護者に通知します。
※1歳11か月までは受ける
ことができます。

3 歳児
健康診査

平成21年12月

生まれの幼児

1/17（木）

1/18（金）

保護者に通知します。
※ 3歳11か月までは受ける
ことができます。

育児相談
市内在住の

乳幼児
12/25（火） 9：30～11：30 ・母子健康手帳

保健師・栄養士による

個別相談

フッ素塗布
市内在住で

希望する人

12/25（火）
 9：30～11：30 

13：30～15：30

・歯ブラシ
・ 母子健康手帳
（子どものみ）

歯科診察はありません。

12/22（土）
（受付時間）

13：30～15：30
中部歯科医師会

口腔衛生センター

・歯ブラシ
・コップ
・ 母子健康手帳
（子どものみ）

歯科診察はありません。

※ 要申込：口腔衛生センター
（あ２２―５４７２）

マタニティ
サロン

市内在住の

妊婦と家族
12/25（火） 9：30～11：30 保健センター

みんなで話ができる場

です。

健 健 健 健 健康づくり
種　類 対　象 日　程 時　間 場　所 そのほか

健康相談
市内在住で
希望する人

12/21（金）13：30～15：30 保健センター
栄養士・保健師による個別相談
（食事・運動など健康について）
※要予約：保健センター（あ２６―５６７０）

＊ ご希望により血圧測定、体重測定、体脂肪率、内臓脂肪レベル測定ができます。相談日以外でも随時相談を受け付けています。

【休日急患診療機関】

受付時間：午前８時～翌朝午前８時

実施日：日曜日・祝日

日　程 内 　科 外　　科

12/9（日）
藤井政雄
　記念病院

厚生病院

12/16（日）野島病院 清水病院

12/23（日）信生病院 北岡病院

12/24（月）垣田病院 清水病院

12/30（日）
藤井政雄
　記念病院

厚生病院

12/31（月）野島病院 三朝温泉病院

1/1（火）信生病院 清水病院

1/2（水）垣田病院 北岡病院

1/3（木）厚生病院 野島病院

1/6（日）
藤井政雄
　記念病院

清水病院

健 健 健 健 休日健康診査
日　程 場　所 受付時間 健診内容（対象年齢）

12/9(日）保健センター

8：00

～

10：00

●特定健診(40歳以上）

●長寿健診（75歳以上）

●一般健診（20歳以上）

●胃・肺・大腸がん検診（30歳以上）

●前立腺がん検診（50歳以上）

●子宮がん検診（20歳以上）

●乳がん検診（36歳・38歳・40歳以上）

●肝炎ウイルス検査（40～74歳）
※要申込：保健センター（あ２６―５６７０）

【全血献血】
問 鳥取県赤十字血液センター
（あ0857―24―8101)

と　き 12/30（日）9：30～15：00 ところ 倉吉未来中心
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ら
く
ら
く
運
動
教
室

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
血
糖
値
が

高
い
状
態
が
続
く
と
、
自
覚
症
状

の
な
い
ま
ま
に
血
管
が
傷
つ
き
、

動
脈
硬
化
が
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

し
な
や
か
で
健
康
な
血
管
を
つ

く
る
た
め
に
は
、
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

良
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
の
で
、
こ

の
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
に
ち

：

平
成
25
年
１
月
７
日
〜

３
月
25
日
の
毎
週
月
曜
日（
全
12
回
）

※ 

た
だ
し
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は

火
曜
日
に
変
更（
１
月
14
日
↓
１
月

15
日
。
２
月
11
日
↓
２
月
12
日
）

時　

間

：

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

と
こ
ろ

：

伯
耆
し
あ
わ
せ
の
郷

対
象
者

：

65
歳
未
満
で
、
特
定

健
診
な
ど
の
結
果
、
脂
質
検
査
・

血
糖
検
査
に
異
常
の
あ
っ
た
人

内　

容

：
運
動
実
技
、
ミ
ニ
栄

養
講
座（
体
力
測
定
、
血
液
検
査

な
ど
を
予
定
）

定　

員

：

30
人（
先
着
順
）

申
込
方
法

：

電
話
申
込

問
保
健
セ
ン
タ
ー（
あ
２
６
―

５
６
７
０

／
い
２
６
―

５
６
６
０
）

１２月の認知症の人と家族の会
　　　　　　　「家族の集い」

　介護家族・介護体験者が参加して、お互いが抱え

ている悩みを語り、分かち合ったり、情報交換したり、

何でも話し合える場です。気軽に参加してください。

倉吉会場第３木曜日
と　き：１２月２０日（木）午前１０時～正午

ところ：倉吉交流プラザ

関金会場１月の第２木曜日
問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

【と　き】１２月２１日（金）午前１０時３０分～午後３時

【内　容】

午 前：① 「似合う色『パーソナルカラー』を知って若

返り」

講　師：水谷 由美子さん

②「お口から若返る、ちょっと得する話」

講　師：井上 陽子さん

（保健センター歯科衛生士）

午 後： 自由時間（脳トレクイズ、ニュースポーツ、

健康相談など）

【ところ】グリーンスコーレせきがね    

【参加料】１，３００円（昼食・入浴料）

【募集条件】６５歳以上で、介護認定を受けていない人

※毎月１週間前までに申し込みが必要です。

※送迎を希望する場合は、送迎します。

※欠席する場合は、前日までに必ず連絡してください。

問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

１２月ホッといきいき教室
　　　　　　 ～介護予防教室～

【生活機能の状況】　

　日常生活を無理なく過ごし、要介護状態にな

らないためには、移動する行為や金銭管理など

の社会的な機能が自立していることが必要です。

社会参加を進んで行い、地域での役割を持ち続

け、趣味やボランティア活動などを楽しみ、外

出の機会が多い人ほど要介護になる危険性は少

ないという結果でした。

　男性は、買い物や食事の準備、掃除などを若

いときから女性任せにしている人ほど、早い段

階で要介護になる危険性が高まります。女性は、

経済管理や家事から離れてしまうと危険性が高

まります。

【要介護状態にならないために】　

・ 買い物や支払い、食事の準備や掃除などの家事

を積極的に行いましょう。

・活字離れとならないようにしましょう。

・ 集会や近所づきあい、外出を積極的に行い、地

域などの役割を持ち続けましょう。

「くらよし シニアアンケート」より①
　平成２２年夏に実施した「シニアアンケート」の

結果により、見えてきた倉吉市の高齢者の実態

と介護予防の方法などをお知らせします。要介

護状態にならないために次のことに気をつけて

生活していきましょう。
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▲手段的自立の低下が認められる人の割合
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人
と
の
関
わ
り
の
中
で
成
長

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ク
ラ
ス
の
仲
間
や
、

た
く
さ
ん
の
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
毎

日
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
中
に
は
、
み
ん
な
の
輪
に
入

る
の
が
苦
手
な
子
も
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
積
極
性
を
持
っ
て
集
団
生
活

に
溶
け
込
む
よ
う
に
な
る
に
は
、
ま
ず
、

家
庭
で
も
、
早
寝
早
起
き
な
ど
の
基
本
的

な
生
活
リ
ズ
ム
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
子
が
日
々
の
活
動
の
中
で
、「
み

ん
な
と
一
緒
に
や
り
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
を
少
し
ず
つ
見
せ
る
よ
う
に
な
る
と
、

そ
の
こ
と
を
保
護
者
に
も
伝
え
、
生
活
の

リ
ズ
ム
を
、
早
寝
早
起
き
に
チ
ェ
ン
ジ
す

る
よ
う
話
を
し
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
登
園
時
間
が
少
し
ず
つ
早
く

な
り
、
体
力
づ
く
り
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
積
極
性
が
生
ま
れ
、
し
っ

か
り
と
遊
べ
る
よ
う
に
な
る
と
表
情
も
生

き
生
き
と
し
て
き
ま
し
た
。

「
あ
っ
た
か
こ
と
ば
」の
実
践

　　

職
員
間
で
も
話
し
合
い
、
友
達
同
士
で

認
め
合
え
る
関
係
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

「
あ
っ
た
か
こ
と
ば
」を
使
う
よ
う
に
心
が

け
ま
し
た
。

＊ 

朝
、
登
園
し
て
き
た
ら「
○
○
ち
ゃ
ん

お
は
よ
う
」
と
名
前
か
ら
呼
ん
で
声
を

掛
け
る

＊ 

当
番
や
係
の
活
動
を
少
し
で
も
で
き

た
ら
、「
す
ご
い
ね
」と
ほ
め
る

＊ 

一
日
の
保
育
内
容
も
、
わ
か
り
や
す

い
、
文
字
や
絵
に
し
て
知
ら
せ
る

＊ 

子
ど
も
の
気
持
ち
に
常
に
寄
り
添
う

＊ 

家
庭
に
も
伝
え
、
両
方
で
ほ
め
る

　

そ
う
し
て
、
最
初
は
、
み
ん
な
と
一
緒

に
行
動
で
き
な
か
っ
た
そ
の
子
も
、
周
囲

の
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
か
け
で
、
少
し
ず
つ

生
活
全
般
が
落
ち
着
い
て
く
る
と
、
集
団

の
輪
の
中
に
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。友
達
に
も
優
し
い
言
葉
を
か
け
た
り
、

気
づ
い
た
こ
と
を
教
え
合
っ
た
り
、
た
く

さ
ん
の
良
い
行
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
の
運
動
会
は
、
意
欲
的
に
、
友
達

と
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
愛
さ
れ
て
い
る
」と
い
う
感
情

　

こ
の
よ
う
に
保
育
園
で
は
、「
あ
っ
た

か
こ
と
ば
」
を
意
識
し
て
使
い
、
子
ど
も

た
ち
一
人
一
人
の
す
べ
て
を
受
け
入
れ
る

丁
寧
な
保
育
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、困
っ

て
い
る
こ
と
に
は
全
職
員
で
対
応
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
す
る
な
ど
、
子
ど
も
に

と
っ
て
安
心
で
き
る
場
と
な
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が「
自
分
は
愛
さ
れ
て
い
る
ん

だ
」、「
守
ら
れ
て
い
る
ん
だ
」、「
失
敗
を

し
て
も
い
い
ん
だ
」
と
い
う
気
持
ち
に
な

る
こ
と
が
第
一
だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
感
情
が
人
権
感
覚
の
土
台
と
な

り
、
成
長
で
き
る
か
ら
で
す
。
保
育
園
だ

け
に
限
ら
ず
、
家
庭
・
地
域
で
も
、
子
ど

も
た
ち
が
こ
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
ら
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

倉吉市人権政策課

２２―８１３０／   ２２―８１３５

№103

シリーズ

「
あ
っ
た
か
こ
と
ば
」を
使
っ
て
い
ま
す
か

あ
す
を
つ
く
る
倉
吉
女
性
塾
②

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
細
見
三
英
子

さ
ん
か
ら
男
女
共
同
参
画
社
会
の
メ

リ
ッ
ト
と
実
現
の
た
め
の
提
言
を
受

け
ま
す
。

と　

き

：

12
月
16
日（
日
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時

と
こ
ろ

：

成
徳
公
民
館

参
加
費

：

無
料

定　

員

：

40
人

問
人
権
政
策
課（
あ
２
２
―

８
１
３
０
／
い

２
２
―

８
１
３
５
）

　

乳
幼
児
期
は
生
涯
に
わ
た
る
人
間
形
成
に
と
っ
て
、
極
め
て
重
要
な

時
期
と
言
え
ま
す
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
っ
て
い

く
た
め
に
、
豊
か
な
感
性
と
愛
情
、
人
権
意
識
を
持
っ
た
友
達
や
大
人

と
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

倉
吉
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
で
は
、「
倉
吉
市
同
和
保
育
指
針
」
な

ど
に
基
づ
き
、
人
権
感
覚
の
基
礎
に
な
る
力（
仲
間
づ
く
り
、
表
現
力
、

自
尊
感
情
、
命
を
尊
重
す
る
心
な
ど
）を
身
に
つ
け
る
保
育
を
実
践
し
て

い
ま
す
。
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南
部
町
の
被
差
別
部
落
の
歴
史

　

地
区
周
辺
は
、
出
雲
街
道
の
宿
場
町
と

し
て
古
く
か
ら
栄
え
、
経
済
的
に
も
豊
か

な
地
域
で
し
た
。
地
区
や
墓
地
の
入
口
に

は
、
死
者
の
供
養
の
た
め
の「
六
地
蔵
尊
」

が
置
か
れ
て
お
り
、
経
済
状
況
が
良
好
で

あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
あ
る
い
わ
れ
の
あ
る
石
仏
が

あ
り
ま
す
。
昭
和
14
年
に
、
町
内
40
戸
の

う
ち
36
戸
が
焼
け
て
し
ま
う
大
火
事
が
発

生
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
仏
様
を

安
置
し
て
い
た
家
に
は
被
害
が
及
ば
な

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の

石
仏
は「
火
の
神
さ
ん
」と
し
て
祀
ら
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
石
仏
は
、
当
初
、
お
大
師（
弘
法

大
師
）
様
の
姿
で
し
た
が
、
後
に
阿
弥
陀

像
に
造
り
変
え
ら
れ
て
い
ま
す
、
地
区
の

宗
教
が
、
真
言
宗
か
ら
浄
土
真
宗
へ
強
制

的
に
改
宗
さ
せ
ら
れ
た
歴
史
が
刻
ま
れ
て

い
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
、こ
の
地
区
に
は
、「
天あ

ま
く
に国
神
社
」

と
い
う
、
昭
和
37
年
に
建
て
ら
れ
た
新
し

い
神
社
が
あ
り
ま
す
。
地
区
の
人
々
は
、

元
々
、
町
内
に
あ
る
加
茂
神
社
の
氏
子
で

し
た
。
け
れ
ど
も
、戦
後
し
ば
ら
く
ま
で
、

神
社
に
お
金
を
納
め
ら
れ
な
い
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
、
氏
子
と
し
て
扱
っ
て
も

ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
周
辺
地
域
住
民
の

心
理
の
奥
底
に
、
地
区
の
人
々
に
対
す
る

差
別
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
も
理
由
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
現
実
に
、
地
区
の
人
々
は
立
ち
上

が
り
、
自
分
た
ち
の
神
社
と
し
て
天
国
神

社
を
建
て
た
の
で
す
。

南
部
町
人
権
学
習
が
目
指
す
も
の

● 

人
権
が
守
ら
れ
る
住
み
よ
い「
町
づ
く
り
」

● 

人
権
を
大
切
に
す
る「
人
づ
く
り
」

● 

自
分
を
大
切
に
し
、
お
互
い
の
人
権
を

守
ろ
う
と
す
る
、
意
識
・
意
欲
・
態
度
。

● 

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
関
す
る
知
識
と

認
識
。
自
分
自
身
と
社
会
と
の
関
わ
り

を
理
解
す
る
。

● 

差
別
や
不
合
理
に
気
づ
き
、
お
互
い
を

認
め
、
支
え
合
う
人
間
関
係
を
築
く
。

　

人
間
の
尊
厳
を
基
本
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を
め
ざ
し
て
、
正

し
い
認
識
を
深
め
実
践
的
態
度
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
取
り
組
み

　

南
部
町
は
、
身
近
に
あ
る
部
落
問
題
を

解
決
し
て
い
く
た
め
に
、平
成
21
年
よ
り
、

南
部
町
人
権
会
議
と
し
て
、
七
つ
の
小
学

校
区
単
位
に
地
域
評
議
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
こ
の
評
議
会
が
、
人
権
学
習
推
進

員
68
人
を
推
薦
し
、
学
習
会
の
開
催
な
ど

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
会
で
は
、
各
推
進
員
が
体
験
し
た

こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
を
提
案
す
る
形
で
、

参
加
者
が
興
味
を
持
っ
て
参
加
で
き
る
手

法
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ミ
カ
エ
ル
」

く
ん
を
活
用
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利

用
し
た
ビ
デ
オ
啓
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ミ
カ
エ
ル
く
は「
自
分
を
カ
エ
ル
・
見
方

を
カ
エ
ル
」
と
い
う
意
味
で
、
町
民
の
人

権
問
題
解
決
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
地
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　

以
前
の
南
部
町
で
は
、住
民
に
と
っ
て
、

地
域
の
人
権
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
十

分
に
定
着
し
て
い
な
い
な
ど
、
指
導
方
法

に
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
在
は
、
地
元

か
ら
推
薦
さ
れ
た
人
権
学
習
推
進
員
が
自

発
的
に
学
習
内
容
を
組
立
て
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
要
望
に
応
え
た
出
前
講
座
が
好

評
で
定
着
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
の
結
果
、地
域
の
学
習
意
欲
も
高
ま
り
、

学
習
会
の
参
加
者
も
増
え
つ
つ
あ
り
、
今
後

の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
私
た
ち
倉
吉

市
で
の
町
内
学
習
会
の
取
り
組
み
は
ど
う

な
の
か
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
差
別
は
な

く
な
っ
た
と
感
じ
る
人
が
多
い
中
、
知
識

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
ら
の
課
題
と
し

て
捉
え
、
学
ぶ
場
と
し
て
、
町
内
学
習
会

が
あ
る
の
だ
と
い
う
意
識
が
持
て
る
よ
う

な
活
動
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。

　

市
民
の
人
権
を
守
る
た
め
に
、
今
後
さ

ら
に
啓
発
活
動
に
力
を
注
ぎ
、
人
権
啓
発

を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

南
部
町
の
人
権
学
習
に
学
ぶ

倉
吉
市
同
和
教
育
研
究
会
市
民
活
動
委
員
会 

活
動
報
告

　

同
和
教
育
町
内
学
習
会
の
取
り
組
み
に
活い

か
す
た
め
、「
倉
吉
市
同
和

教
育
研
究
会
」市
民
活
動
委
員
会
は
、
10
月
３
日（
水
）、
会
員
11
人
で
南

部
町
教
育
委
員
会
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

南
部
町
の
町
内
学
習
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
、
原
点
で
あ
る

同
和
教
育
を
振
り
返
り
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
倉
吉
市
に
必
要
な

の
か
を
報
告
し
ま
す
。


